
 

 

 

 

 

平 成 2 9 年 6 月 2 9 日 

西日本高速道路株式会社 

三井住友建設株式会社 

報 道 関 係 各 位 

 

腐食劣化と決別した超高耐久床版（Dura-Slab）を開発 
－ 実物大モデルの輪荷重走行実験にて疲労耐久性を確認、実用化へ － 

 

ＮＥＸＣＯ西日本（大阪市北区、代表取締役社長：石塚 由成）と三井住友建設株式会社（東京都中央区、

代表取締役社長：新井 英雄）は、鉄筋やPC鋼材に替わり、腐食しない新材料を緊張材として用いた『非鉄製

材料を用いた超高耐久橋梁：Dura-Bridge (Durable Bridge)』の共同研究を平成 22 年 3 月より進めてきまし

た。 

今回、Dura-Bridge の研究成果を応用し、超高耐久床版（Dura-Slab）を開発しました。本技術は Dura-Bridge

と同様に鋼材腐食によるコンクリート片はく落などによる第三者被害を防ぐとともに、耐久性の向上により維持

管理費用の削減が可能であり、床版取替え工事などに有効です。 

今後は、床版取替えなどの更新用部材として、飛来塩分や凍結防止剤散布による鋼材の腐食環境が厳し

い本線構造物への適用を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）ｱﾗﾐﾄﾞ FRP ﾛｯﾄﾞとは、PC 鋼材の代替えとなる引張力に強い繊維を束ねた棒状の材料をいいます。 

図-1 超高耐久床版の概要図 

縦締め（ｱﾗﾐﾄﾞ FRP ﾛｯﾄﾞ）

【ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ】 

横締め（ｱﾗﾐﾄﾞ FRP ﾛｯﾄﾞ） 
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既設鋼桁 



 

1．共同研究の内容 

高速道路橋は、経過年数に伴う老朽化だけでなく交通量と車両総重量の増加、凍結防止剤の散布や沿岸部

での塩害などによる劣化が進行しています。今回、高速道路リニューアルプロジェクトにおける鉄筋コンクリート床

版の取替え工事への適用を目指し、これまでの鉄筋や PC 鋼材などの鋼部材を一切用いない超高耐久橋梁

（Dura-Bridge）での研究成果を応用した、超高耐久のプレキャスト床版を開発しました。 

 

2．超高耐久床版の特徴 

① 腐食劣化を排除 

・ 設計基準強度 80N/mm2 の高強度繊維補強コンクリートを使用することにより、鉄筋の配置をなくし、PC 鋼材

の代わりにアラミド FRP ロッドを使用してプレストレスを導入することで、腐食劣化の可能性を排除しました。 

② 床版の構造 

・ 本プレキャスト床版の構造は、橋軸直角方向に水平リブを有し、さらにアラミド FRP ロッドによりプレストレスを導

入しています。 

・ 一般的なプレキャストPC床版は、500mm程度の現場打ち間詰め部を設け、そこにループ形状の鉄筋などを

配置しコンクリートを打設することで一体化されています。一方、本床版構造は間詰め部を小さくした上で、ア

ラミドFRPロッドで橋軸方向に PC 床版相互を連結する構造のため、床版厚を約 2 割（220mm→180mm）薄く

できます。これにより、床版の軽量化を図ることができ、床版取替え後の耐震性の向上や、既設桁の疲労に

対する耐久性の向上が期待できます。 

③ 第三者被害の防止、耐久性向上、維持管理費の低減 

・ 本床版は、鋼材腐食によるコンクリート片のはく落などの第三者被害が発生しません。また、軽量化による耐

震性と既設桁の疲労耐久性の向上により、将来の維持管理の人的及び経済的負荷の低減が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 一般的なプレキャスト PC 床版の接合構造 図-3 超高耐久床版の接合構造 

写真-1 高強度繊維補強コンクリート 



 

 

  

図-4 超高耐久床版の概要図 



 

3．開発状況 

高速道路リニューアルプロジェクトへの適用を目的として、実物大の床版切り出しモデルに対する輪荷重走行

試験を実施した結果、従来の鉄筋や PC 鋼材を用いた PC 床版と同等の疲労耐久性を有することを確認しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．今後の展開 

様々な構造検討や輪荷重走行実験により、実橋へ適用するのに十分な強度と疲労耐久性を有することを確

認しました。今後、高速道路リニューアルプロジェクトにおいて、高い耐久性が望まれる箇所への適用を検討して

いきます。 
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この件に関するお問い合わせは、 

ＮＥＸＣＯ(ネクスコ)西日本 広報課 田村
た む ら

、福家
ふ け

  TEL:06-6344-7410（マスコミ専用） 

三井住友建設株式会社 広報室  平田
ひ ら た

 TEL:03-4582-3015 

 

※本資料については国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会、国土交通省交通運輸記者会、近

畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、大阪経済記者クラブ、大阪建設記者クラブにお配りしています。 

写真-2 輪荷重走行試験 


